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(訂正)平成29年５月期 決算短信[日本基準](連結)の一部訂正について 
 

 

本日開示いたしました平成29年５月期 決算短信[日本基準](連結)につきまして、一部誤りがあ

りましたので、訂正いたします。 

 

訂正内容はＰＤＦデータが日本語サマリー情報に英語サマリー情報が結合されておりましたの

で、全文を日本語情報のＰＤＦデータに修正しております。 
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

  当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に雇用や所得環境が改善するなど景気は緩やかな回

復基調で推移いたしましたものの、個人消費や企業収益の一部に足踏み状態が見られました。また、中国経済の減

速、欧州や米国での不透明な政治情勢などから、先行きは不透明な状況が続いております。

 このような環境の下、当社グループはリーディングカンパニーの最大条件を「ファンの多さ」と定義づけ、経営理

念であります「ファンつくり」の実現化を実践しております。 

 メーカーベンダー事業では、自社ブランドであります化粧品の「ＬＢ」、ロコモティブシンドロームを予防するた

めの健康商品「Ｌｏｃｏｘ」、食べるものにこだわる生き方が楽しいを提案する食品「マザーズマーケット」等の商

品開発やプロモーションの強化に注力してまいりました。

 ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業では、新商品として「ブラックシュガーパーフェクトクレンジングライン」、「ゆずウォー

ターＣスキンケアシリーズ」のほか、日本限定商品の「チェリーブロッサムライン」などの販売を開始いたしまし

た。また、店舗の出退店につきましては直営店２店舗とフランチャイズ店１店舗を新設いたしました一方で、直営店

２店舗を閉鎖いたしましたことから当連結会計年度末の店舗数は直営店19店舗（前年同期末19店舗）、ＦＣ店２店舗

（前年同期末１店舗）の合計21店舗（前年同期末20店舗）となりました。

 ＩＴソリューション事業では、新たに販売を開始いたしましたビジネス版LINE Worksのほか、既存商品のチャット

システム「Smart M Talk」(スマート エム トーク）、通話録音システム「Voistore」の販売に注力してまいりまし

た。

 以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高152億73百万円（前期比9.8％増）、営業利益5億57百万円（前期比

171.4％増）、経常利益5億54百万円（前期比204.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益4億25百万円（前期比

480.0％増）となりました。 

 

 セグメント別の業績は次のとおりです。（売上は外部顧客への売上高を記載しております）

 ・メーカーベンダー事業

  セグメントの売上高は140億53百万円（前年同期比10.5％増)となり、営業利益は3億94百万円（前年同期比 

 90.1％増）となりました。

 ・ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業

  セグメントの売上高は9億93百万円（前年同期比4.9％増）となり、営業利益は1億52百万円（前年同期比415.1％

 増）となりました。

 ・ＩＴソリューション事業

  セグメントの売上高は2億27百万円（前年同期比8.0％減)となり、営業利益は4百万円（前年同期は37百万円の

 営業損失)となりました。

 

 

(2）当期の財政状態の概況

（資産） 

 当連結会計年度末の流動資産につきましては前連結会計年度末に比べ260百万円増加しました。主な流動資産の

変動は、「受取手形及び売掛金」が107百万円、「有価証券」が60百万円、「商品及び製品」が107百万円、それぞ

れ増加したことによります。

 当連結会計年度末の固定資産につきましては前連結会計年度末に比べ101百万円増加しました。主な固定資産の

変動は、「投資有価証券」が80百万円増加したことによります。

 この結果、当連結会計年度末の総資産は5,207百万円となり、前連結会計年度末と比べ361百万円増加しました。

（負債）

 当連結会計年度末の流動負債につきましては前連結会計年度末に比べ38百万円増加しました。主な流動負債の変

動は、「買掛金」が287百万円、「未払金」が93百万円、「賞与引当金」が42百万円、「1年内返済予定の長期借入

金」が40百万円、それぞれ増加したことと、「短期借入金」が420百万円減少したことによります。

 当連結会計年度末の固定負債につきましては前連結会計年度末に比べ67百万円減少しました。主な固定負債の変

動は、「退職給付に係る負債」が8百万円増加し、「長期借入金」が83百万円減少したことによります。

 この結果、当連結会計年度末の負債は3,309百万円となり、前連結会計年度末と比べ28百万円減少しました。

（純資産）

 当連結会計年度末の純資産につきましては前連結会計年度末に比べ390百万円増加しました。主な純資産の変動

は、「利益剰余金」が388百万円増加したことによります。
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(3）当期のキャッシュフローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、253百万円（前年同期は235百万円）と

なりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動における資金の増加は745百万円（前年同期は161百万円の増加）であります。主な資金の増加要因は、

税金等調整前当期純利益545百万円、仕入債務の増加287百万円であります。また主な資金の減少要因は、法人税等

の支払額124百万円となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動における資金の減少は215百万円（前年同期は77百万円の減少）であります。主な資金の減少要因は、

有形固定資産の取得による支出71百万円、無形固定資産の取得による支出33百万円、投資有価証券の取得により支

出54百万円、貸付による支出58百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動における資金の減少は500百万円（前年同期は51百万円の増加）であります。主な資金の増加要因は、長

期借入による収入400百万円あります。また主な資金の減少要因は、長期借入金の返済による支出442百万円、短期借

入金の減少額420百万円であります。

 

 

（4）今後の見通し

 今後の経済動向は、政府による経済政策効果等を背景として緩やかな景気回復基調にあると思われますが、景気の

先行き不安感から個人消費の回復には至っていないことから、本格的な景気回復にはさらなる時間を要するものと思

われます。

 このような環境の中で、メーカーベンダー事業では、事業業態を「マーケティングメーカー」と位置付け、「美し

く生きる・健康に生きる・楽しく生きる」をキーワードとした自社開発商品（プライベートブランド商品）の開発に

注力してまいります。また、国内販路のみにとどまらず中国をはじめとする海外販路に対して、化粧品の自社開発商

品（ＬＢ）の拡販を強化してまいります。

 SKINFOOD事業では、店舗のスクラップ＆ビルドを継続しつつ、既存店におきましては、店頭イベントの活性化など

を図り、再来店していただける顧客作りを継続し、個店の収益力を高めてまいります。 

 ＩＴソリューション事業では、固定費の圧縮に努めながらも新商品のビジネス版「LINE Works」のほか、既存商品

の「Voistore」（音声通話録音システム）、チャットシステム「Smart M Talk」(スマート エム トーク）の販売に

注力し、収益の改善を図ってまいります。 

 次期の通期連結業績予想は、売上高166億10百万円、営業利益５億85百万円、経常利益５億90百万円、親会社株主

に帰属する当期純利益４億30百万円を見込んでおります。

 

 

(5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、将来の事業展開に備え内部留保による企業体質の強化を図る一方で、利益配分については配当性向20％を

目途とし、今後の経営環境等を勘案して決定する方針としております。

 当期の期末配当金は、１株につき普通配当30円を予定しております。

 次期の期末配当金は、１株につき普通配当20円を予定しております。なお、本日付で公表いたしました「株式分割

及び定款の一部変更並びに株主優待制度変更に関するお知らせ」で発表いたしました普通株式１株につき２株の割合

を持って行う株式分割後の期末配当金となりますので、実質的には普通株式１株につき10円の増配となります。
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２．企業集団の状況

   当社グループは、当社と連結子会社３社（株式会社フードコスメ、アルファコム株式会社、株式会社プライムダイ

  レクト）及び持分法を適用していない非連結子会社３社並びに関連会社１社により構成されており、事業内容は雑貨

  類・食品類を販売するメーカーベンダー事業、化粧品を販売するＳＫＩＮＦＯＯＤ事業、コンタクトセンターの構築

  等を提供するＩＴソリューション事業を主に営んでおります。

   事業の系統図は次のとおりであります。

 

 

 （注）子会社３社は持分法非適用非連結子会社であり、関連会社１社は持分法非適用関連会社です。 
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３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、会計基準につきましては日本基

準を適用しております。

 なお、IFRS(国際財務報告基準)の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応をしていく方針であ

ります。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 169,351 126,342 

受取手形及び売掛金 2,461,078 2,568,477 

有価証券 66,597 127,306 

商品及び製品 1,266,096 1,373,104 

原材料及び貯蔵品 11,107 8,587 

繰延税金資産 19,713 20,998 

その他 177,984 208,006 

貸倒引当金 △2,422 △2,669 

流動資産合計 4,169,506 4,430,154 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 296,731 323,636 

減価償却累計額 △146,705 △155,844 

建物及び構築物（純額） 150,025 167,791 

土地 80,216 80,216 

その他 100,387 117,795 

減価償却累計額 △71,239 △78,075 

その他（純額） 29,147 39,719 

有形固定資産合計 259,390 287,728 

無形固定資産    

のれん 42,977 29,753 

その他 73,488 82,657 

無形固定資産合計 116,465 112,410 

投資その他の資産    

投資有価証券 20,692 100,954 

繰延税金資産 25,925 27,817 

差入保証金 191,215 178,604 

その他 73,346 81,322 

貸倒引当金 △10,625 △11,259 

投資その他の資産合計 300,554 377,439 

固定資産合計 676,410 777,578 

資産合計 4,845,916 5,207,732 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年５月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,035,815 1,322,899 

短期借入金 600,000 180,000 

1年内返済予定の長期借入金 366,250 406,962 

未払金 412,299 505,749 

未払法人税等 85,891 83,735 

賞与引当金 － 42,805 

返品調整引当金 11,375 12,384 

その他 174,305 170,090 

流動負債合計 2,685,936 2,724,626 

固定負債    

長期借入金 432,005 348,931 

退職給付に係る負債 78,446 87,347 

役員退職慰労引当金 129,610 134,210 

その他 11,660 14,020 

固定負債合計 651,722 584,509 

負債合計 3,337,658 3,309,136 

純資産の部    

株主資本    

資本金 401,749 401,749 

資本剰余金 365,001 365,001 

利益剰余金 779,744 1,168,203 

自己株式 △38,938 △38,938 

株主資本合計 1,507,557 1,896,016 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 700 2,580 

その他の包括利益累計額合計 700 2,580 

純資産合計 1,508,257 1,898,596 

負債純資産合計 4,845,916 5,207,732 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成29年５月31日) 

売上高 13,908,187 15,273,962 

売上原価 8,319,441 9,177,545 

売上総利益 5,588,746 6,096,417 

返品調整引当金繰入額 11,375 12,384 

返品調整引当金戻入額 10,750 11,375 

差引売上総利益 5,588,121 6,095,408 

販売費及び一般管理費 5,382,857 5,538,364 

営業利益 205,263 557,043 

営業外収益    

受取利息 317 1,033 

受取配当金 72 1,562 

受取手数料 4,009 4,030 

受取家賃 1,080 1,080 

受取保険金 523 1,789 

その他 779 1,507 

営業外収益合計 6,781 11,003 

営業外費用    

支払利息 8,204 6,788 

為替差損 12,428 5,142 

デリバティブ評価損 6,505 － 

その他 2,464 1,460 

営業外費用合計 29,603 13,391 

経常利益 182,442 554,655 

特別損失    

固定資産除却損 － 1,154 

関係会社株式評価損 5,571 － 

減損損失 7,681 7,774 

特別損失合計 13,252 8,928 

税金等調整前当期純利益 169,189 545,726 

法人税、住民税及び事業税 105,446 124,007 

法人税等調整額 △9,653 △4,001 

法人税等合計 95,793 120,005 

当期純利益 73,396 425,720 

親会社株主に帰属する当期純利益 73,396 425,720 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成29年５月31日) 

当期純利益 73,396 425,720 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,957 1,879 

その他の包括利益合計 △1,957 1,879 

包括利益 71,438 427,600 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 71,438 427,600 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 401,749 365,001 739,884 △38,938 1,467,697 

当期変動額           

剰余金の配当     △33,535   △33,535 

親会社株主に帰属する当期
純利益     73,396   73,396 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 39,860 － 39,860 

当期末残高 401,749 365,001 779,744 △38,938 1,507,557 

 

       

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 2,657 2,657 1,470,354 

当期変動額       

剰余金の配当     △33,535 

親会社株主に帰属する当期
純利益     73,396 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△1,957 △1,957 △1,957 

当期変動額合計 △1,957 △1,957 37,902 

当期末残高 700 700 1,508,257 
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当連結会計年度（自 平成28年６月１日 至 平成29年５月31日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 401,749 365,001 779,744 △38,938 1,507,557 

当期変動額           

剰余金の配当     △37,262   △37,262 

親会社株主に帰属する当期
純利益     425,720   425,720 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 388,458 － 388,458 

当期末残高 401,749 365,001 1,168,203 △38,938 1,896,016 

 

       

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 700 700 1,508,257 

当期変動額       

剰余金の配当     △37,262 

親会社株主に帰属する当期
純利益     425,720 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 1,879 1,879 1,879 

当期変動額合計 1,879 1,879 390,338 

当期末残高 2,580 2,580 1,898,596 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年６月１日 
 至 平成28年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成29年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 169,189 545,726 

減価償却費 61,008 75,392 

減損損失 7,681 7,774 

のれん償却額 13,223 13,223 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △235 881 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 42,805 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,828 8,901 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,280 4,600 

返品調整引当金の増減額（△は減少） 625 1,009 

受取利息及び受取配当金 △389 △2,595 

支払利息 8,204 6,788 

固定資産除却損 － 1,154 

関係会社株式評価損 5,571 － 

為替差損益（△は益） 12,586 11,322 

デリバティブ評価損益（△は益） 6,505 － 

売上債権の増減額（△は増加） 39,889 △107,399 

たな卸資産の増減額（△は増加） △109,283 △104,487 

仕入債務の増減額（△は減少） △53,571 287,083 

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,235 32,139 

未払金の増減額（△は減少） 86,386 75,925 

その他の資産の増減額（△は増加） △7,883 △1,251 

その他の負債の増減額（△は減少） 23,270 △25,633 

その他 △133 682 

小計 235,518 874,042 

利息及び配当金の受取額 388 2,463 

利息の支払額 △8,515 △6,562 

法人税等の支払額 △66,077 △124,549 

営業活動によるキャッシュ・フロー 161,315 745,393 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △34,652 △71,112 

無形固定資産の取得による支出 △43,134 △33,191 

投資有価証券の取得による支出 － △54,058 

関係会社株式の取得による支出 － △23,500 

関係会社株式の売却による収入 10,000 － 

貸付けによる支出 △10,600 △58,700 

貸付金の回収による収入 12,064 7,832 

差入保証金の差入による支出 △19,875 △14,779 

差入保証金の回収による収入 9,456 20,950 

保険積立金の解約による収入 － 12,039 

その他 △1,240 △1,240 

投資活動によるキャッシュ・フロー △77,982 △215,760 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 △420,000 

長期借入れによる収入 400,000 400,000 

長期借入金の返済による支出 △413,708 △442,362 

配当金の支払額 △33,564 △37,149 

その他 △1,099 △1,099 

財務活動によるキャッシュ・フロー 51,628 △500,610 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,586 △11,322 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 122,374 17,700 

現金及び現金同等物の期首残高 113,574 235,948 

現金及び現金同等物の期末残高 235,948 253,649 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（表示方法の変更）

  （連結損益計算書）

 前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めておりました「受取配当金」及び「受取保険金」

は、営業外収益の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法

を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に含まれていた72千円を「受

取配当金」、523千円を「受取保険金」として組み替えております。

 

 

（追加情報）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結会

計年度から適用しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は事業形態別に、「メーカーベンダー事業」、「ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業」及び「ＩＴソリューション事

業」の３つを報告セグメントとしております。

「メーカーベンダー事業」・・・主に通信販売

「ＳＫＩＮＦＯＯＤ事業」・・・有店舗でのＳＫＩＮＦＯＯＤ化粧品販売

「ＩＴソリューション事業」・・・音声通話録音システムの販売

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理基準に

基づく金額により記載しております。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部売上高又は振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

    前連結会計年度（自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１,２ 

連結 
財務諸表 
計上額 
(注)３ 

 
メーカー 

ベンダー事業 
SKINFOOD 
事業 

ＩＴソリュー 
ション事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 12,714,032 947,319 246,835 13,908,187 － 13,908,187 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ 41,515 － 41,515 △41,515 － 

計 12,714,032 988,834 246,835 13,949,702 △41,515 13,908,187 

セグメント利益又は損失（△） 207,628 29,678 △37,607 199,699 5,564 205,263 

セグメント資産 4,738,923 297,670 39,154 5,075,749 △229,832 4,845,916 

その他の項目            

減価償却費 52,856 8,151 － 61,008 － 61,008 

のれん償却額 13,223 － － 13,223 － 13,223 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
53,797 25,283 － 79,081 － 79,081 

（注）1. セグメント利益又は損失の調整額5,564千円は、連結消去に伴う調整額であります。

   2．セグメント資産の調整額△229,832千円は、セグメント間債権債務の消去額であります。

   3. セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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    当連結会計年度（自 平成28年６月１日 至 平成29年５月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

(注)１,２ 

連結 
財務諸表 
計上額 
(注)３ 

 
メーカー 

ベンダー事業 
SKINFOOD 
事業 

ＩＴソリュー 
ション事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 14,053,490 993,366 227,105 15,273,962 － 15,273,962 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ 160,532 － 160,532 △160,532 － 

計 14,053,490 1,153,899 227,105 15,434,495 △160,532 15,273,962 

セグメント利益 394,674 152,880 4,667 552,221 4,821 557,043 

セグメント資産 5,144,092 400,283 50,637 5,595,013 △387,280 5,207,732 

その他の項目            

減価償却費 64,335 11,026 30 75,392 － 75,392 

のれん償却額 13,223 － － 13,223 － 13,223 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
75,782 45,361 684 121,827 － 121,827 

（注）1. セグメント利益の調整額4,821千円は、連結消去に伴う調整額であります。

   2．セグメント資産の調整額△387,280千円は、セグメント間債権債務の消去額であります。

   3. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

【関連情報】

前連結会計年度（自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

   ２．地域ごとの情報

(1）売上高

     本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

         外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

         しております。

 

当連結会計年度（自 平成28年６月１日 至 平成29年５月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

   ２．地域ごとの情報

(1）売上高

     本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

         外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略

         しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日）

        （単位：千円） 

 
メーカーベンダー

事業 
SKINFOOD事業 

ＩＴソリューシ 
ョン事業 

全社・消去 合計 

減損損失 － 7,681 － － 7,681 

 

当連結会計年度（自 平成28年６月１日 至 平成29年５月31日）

        （単位：千円） 

 
メーカーベンダー

事業 
SKINFOOD事業 

ＩＴソリューシ 
ョン事業 

全社・消去 合計 

減損損失 － 7,774 － － 7,774 

 

 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日）

          （単位：千円） 

 
メーカーベンダー

事業 
SKINFOOD事業 

ＩＴソリューシ 
ョン事業 

全社・消去 合計 

当期償却額 13,223 － － － 13,223 

当期末残高 42,977 － － － 42,977 

 

当連結会計年度（自 平成28年６月１日 至 平成29年５月31日）

          （単位：千円） 

 
メーカーベンダー

事業 
SKINFOOD事業 

ＩＴソリューシ 
ョン事業 

全社・消去 合計 

当期償却額 13,223 － － － 13,223 

当期末残高 29,753 － － － 29,753 

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 平成27年６月１日 至 平成28年５月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自 平成28年６月１日 至 平成29年５月31日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年６月１日
至 平成29年５月31日）

１株当たり純資産額（円） 809.54 1,019.05

１株当たり当期純利益金額（円） 39.39 228.50

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

  ２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（平成28年５月31日）
当連結会計年度

（平成29年５月31日）

純資産の部の合計額（千円） 1,508,257 1,898,596

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

（うち非支配株主持分）（千円） （－） （－）

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 1,508,257 1,898,596

普通株式の発行済株式数（株） 1,952,000 1,952,000

普通株式の自己株式数（株） 88,900 88,900

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
1,863,100 1,863,100

   ３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年６月１日
至 平成29年５月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 73,396 425,720

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益金額（千円）
73,396 425,720

普通株式の期中平均株式数（株） 1,863,100 1,863,100
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（重要な後発事象）

（株式分割） 

 当社は、平成29年７月11日開催の取締役会において、株式分割について下記のとおり決議いたしました。 

 

Ⅰ．株式分割について 

１．株式分割の目的 

株式分割を実施し、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることで、より投資しやすい環境を整え、当

社株式の流動性の向上及び投資家層の更なる拡大を図ることを目的としております。 

 

２．株式分割の概要 

（１）分割の方法 

 平成29年11月30日（木)を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式

を１株につき２株の割合をもって分割いたします。 

（２）分割により増加する株式数 

株式分割前の発行済株式の総数   1,952,000株 

今回の分割により増加する株式数 1,952,000株 

株式分割後の発行済株式の総数   3,904,000株 

株式分割後の発行可能株式総数   15,532,800株 

（３）分割の日程 

基準日設定公告日  平成29年11月13日（月）（電子公告掲載開始日） 

基準日            平成29年11月30日（木) 

効力発生日        平成29年12月１日（金） 

（４）１株当たり情報に及ぼす影響 

 当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の前連結会計年度及び当連結会計年度におけ

る１株当たり情報は、それぞれ次のとおりであります。 

１株当たり純資産額 

 前連結会計年度末  404.77円 

 当連結会計年度末  509.53円 

１株当たり当期純利益金額 

 前連結会計年度末   19.70円 

 当連結会計年度末  114.25円 

 

 

 

 

 

- 18 -

株式会社アイケイ(2722)平成29年５月期 決算短信


	訂正.pdf
	tanshin
	uji.pdf
	16273423_20170710193106




